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低墜に依る脳愛イむの知見補、遺*

田中二郎，中村 弘，佐野哲郎，角田豊香

(北海道大祭器等芸部病理亭敬室，低温科卒研究所 盤感都内〕

E昭和 22年 10月受理3

我が数室では数年来f底堅に依る脳鑓f七の研究を行ひ，家兎脳に於ては可怒り廃汎に亙る所謂

NISSLの念性腫脹，重篤性神経細胞饗f七，紳経細胞萎縮その他。諸退行性艶化の出現する事，

特に菱形笥の蓋及び，基践にある諸紳経稜，小脳の PURKINJE細抱，アンモン角等に高度に，

脳幹神経節領域，覗丘，第三脳室周国，大脳皮質の一部等にrも同様の盤化石三来すととを報告

した.該部に於ける NISSL物質の護育は家兎に於ては飴り高度でなく，殊に脳皮質，間脳等

に於ける鑓f七の遁究には明確喜三期し得たい憾がるった.琢ねて，更に高等の動物を用ひて之等

の所見を確認し度いと思ってゐ?とが，今回幸に猫を集めるととが出来たので，之を用ひ低E震に

依る家兎脳鑓化との差異を遁究ナると共に更に家兎に於ける不備の黙をJfyPか補足ナるとと査と得

たりで此蕗にその大要査と述べんとするものである.

先づ猫を哲病理事教室設置の低塵室中に入れ 280"，260mmHg (高度 8000m相官)下に

7日間滞在せしめるに動物は食物擁取量の減退と共に運動不活漉とたれ 2日目より著しく l轡

眠となり， 3，...，，4日目頃は歩行蹄棚，運動及び卒衡障碍を来し，時には恒吐を来ナものもあるが

下痢はたし痘撃の如きは還に認め得られたかった.髄霊は漸衣減少を*し低騒7日貿!験例に

方さては 11.5-25%の減少佐示した.

脳の所見のみ左記載するに，肉眼的には著捷を認め得ないが，組織皐的には中植紳鰹血管の

充血瞭張等の循環障碍の外に脈絡膜上皮細胞の浮腫性腫脹， 2さ施市成等が認められ，脂質上皮

にも部位的に退行i生麓f七が認め得られた.神経細施に於ける箆化は家兎と同様蹟汎に亙り高度

の諸遅行I~主饗{七が認められた.

就中家兎に於て鑓f七の明瞭を快いた大脳皮質K於ける鑓化であるが猫K於ては大脳皮質の各

部に NISSL の所調合I~主腫脹，及び重篤性神経細胞鑓化と見倣ナぺき鑓化が中等度或ひは高度

に出現を楽し，更に阻血性細胞鑓化政少数ではあるが散見される.其のf也市中粧細胞萎縮も中等

度d或ひは軽度に認められる.之等の鑓化は大脳皮質の第5居，第4居11:，叉各肢に亙って出現

ナる例もあった.之等の鑓f七の度は一般に側頭葉，後頭葉に比較的強かった.次に脳幹紳経節

領域邸ち，尾駅核，被殻等に於ては急:性腫脹，重篤性神経細胞援?化等の所見が多少軽度に出現

した.腕丘は各部に於て鑓fとは一般に相官高度で念性腫脹，霊篤性神経細胞鑓化の他に紳経細

*北海主主大泉低温科皐餅究所業績 第76~虎.安保存，中村弘毅授指導.日本務調感合話、 33 ， 198，昭 18.
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胞萎縮が弧い(第11爵). 次に所諮問脳と呼ばれる硯丘下髄及び第三脳室側壁に近くf立する友

白結節，視神経上核，脳窓側槙等tc.於ける所見であるが，家兎i亡於ては此の部に於ける箆f七は

兎角明確を快いた.猫に於ては神経細胞萎縮は鈴D多くは見られないが，念性睡眠及び重篤性

神経細胞鍵化が明かに立つ可かD高度に出現査と来した.元来此の部は水分代謝，分担、機能，合

水茨素新陳代謝，擦熱調節中橋，血管の緊張中描，臨眠中掘，共の他の植物紳経重要中植があ

第 i園 競丘の市中経紛胞食喰

第 2 国赤核の虎~T:敵 f弊

ると言ばれる主要汝部位で，従って此の部に於ける之等の援{七は殊に注目ナペ~所見と言へ

やう.

次にアシ毛ン角に於ける所見であるが家兎に於ては殊に諸鑓化の増強出現者三認めた部位であ
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るが猫に於ては特に著しい礎化を示さない.アンモン角牽錐韓廻轄に於ても合性腫脹及び重篤

性神経細胞鑓{七は中等皮又は軽度に，鋸歯ilx領域に方をける個々の細胞は之に比し多少高度に饗

化喜子来したに過ぎ、ない.

1毎採に於ては最も高度の鑓f七を来ナと言ふ紐設に於げる鑓化も識に於ては中等皮で殊に高度

の出現査と認めなかった.外側膝j伏設，四丘髄等に於ける援{七も鈴り著しくない.家兎に於ては

杢く鑓佑を認めなかった動眼紳経接，赤接， r号車紳経殺に於ては虎斑融解等急:性臆脹と見倣ナ
ベを麗{七が明かに出現し，時に更に高度の鑓!挫の散見されるものもるった(第2圏).黒質に

於ては援化は一般に強く，中等皮の念。性腫脹及び重篤性神経細胞鍵fとが認められた.

小脳の PURKINJE細胞に於ける箆化は一般に高度で念性腫脹は勿論細胞の死或ひは股落等

.の重篤怠る諸退行陸箆化が認められた.漏斗j伏部，疑接には中等度或ひは高度の諸退行性援化

が認められた.

菱形嵩の蓋及び基底に於ける神経核の援{とは家兎に於て最も高度に麗f七をど来たせる所でるっ

た.猫に於ても同様に鑓化は著しい.!1lPち蓋接v乙於て高度の愈性腫肢の外に陰器保及び中等度

の紳経細胞萎縮が認められ，基底にある前庭梧，鯛牛殻核共に略主之と同程度或ひは多少高度

の鑓化が認められた.

5叉神経運動核にも軽度の念性睡眠の所見が認め得られた.その知覧接の鐙化は一般に著し

い(第 3闘).

第 3闘 徴税の忽;性腹膜の陰雲寺f象

撤撹接には一般に高度の念性腫脹及び中等度の重篤性神経細胞愛化が認められた.

共の他薄東接，模欣稜等に於てもrf!等度の念性睡眠及び多少の重篤性紳経細砲援化の所見が

認められ，脊髄に於ては側角，後角， CLARK氏柱lて念性麗脹及び少数D重篤性紳経細胞鐙化
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が認め得られた.

舟 WEIGERT氏神経髄鞘染色佐行ふに。何等鑓fとを?認め得なかった.

以上の如く低盤 (260--280mmHg). 7日間賞験猫脳鑓化を見るに質的には家兎に於けると

略 l 同様な魔汎に亙り高度の諾運行性鑓化の出現を来したー量的には多少共の趣そ異にし菱形

簡の吉正及び基底にある諸神経稜蛙K小脳 PURKINJE細胞に於ては家兎と同様最も高度に出現

在来したがアンモン角に於げる鑓{七は却って少かった.又之等の鑓化は知覚神経細胞のみに限

らヂ家兎に於ては全く共の鑓化O:::認め得なかった運動紳経細胞に於ても明かに念性腫脹の所見

が認められた.又猫に於ては黒賀，撤撹等に於ける紳経細胞の鑓化も高度に認められた.

又家兎に於ては明確にし得られなかった大脳皮質及び間脳に於て，明かに且つ高度に諸退行

性鑓fとを*す事を明かにする事が出来た.神経髄特には著鑓を認め得なかった.

Jiro TANAKA，日.iroshiNAKAMURA， Tetsuro SANO， and Toyoko TSUNODA 
Morphological Changes in the Brain of the Cat under 

Low Pressure 

Resume 

When we examine the morphological changes of the brain of cats under low pressure 

(of 260"，280 mmHg.) for seven days， no appreciable change shows itself to the naked eye， 
but microscopicaIIy， besides such disturbances as the congestion and diIatation of the blood-
vessels in the central nervous system， the cedematous sweIling of the epithelial ceIIs of the 
choroid and vacuole formation are detected and a partial degenerative change is also recog. 

nized in the ependyma ceIIs. 
The change in the nerve ceIls of the cat， just as in the case of the rabbit， is wider-

ranged and reveals a high grade degeneration. But quantitatively there is乱 differen田 in

the case of the cat from that of the rabbit. Namely， the alteration in the Ammon's 

sector is considerably slighter in the case of the cat， though the changes in the various 
nervou告 nucleiof the roof and basis of the rhomboid fossa and Purkinje's cells are equaIly 

striking in both cases. Again in the case of the cat， not only the sensory nerve ceIls but 
also the motor nerve ceIls have revealed a sparent symptoms of acute sweIling， contrary 
to that of the rabbit. The high-grade change of the nervous ceIls in the nucleous oliva-

ris of the substantia nigra is also recognized in the cat's case， which does not make its ap-
pearance in the rabbit's case. 

Highly degenerative changes in the cortex of the cerebrum and the middle brain， 
which we are unable to detect in the case of the rabbit， are recognized in that of the 
cat. By the bye， no considerable changes occur in the meduIlary sheaths of the nerve 
ceIls. 


